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日本国内から得られたチゴダラ科クロダラの追加記録

津野義大 1・遠藤広光 2

Additional Japanese records of Laemonema robustum John-
son, 1862 (Gadiformes: Moridae) are reported based on 27 
specimens (223.9–357.5 mm in standard length and 322+ mm 
in total length). These specimens represent the first records of 
the species from Suruga Bay, Nii-jima and Hachijo-jima islands 
in the Izu Islands, Kochi Prefecture, Tokuno-shima island in the 
Amami Islands, and Ie-jima island in the Okinawa Islands. The 
present study also reassessed the taxonomic status of three nom-
inal species, L. modestum Franz, 1910, L. filodorsale Okamura, 
1982, and L. robustum, based on 33 specimens, including the 
type series of L. filodorsale. The results supported the conclusion 
of Meléndez and Markle (1997) that the two Japanese nominal 
species, L. modestum and L. filodorsale, are junior synonyms of 
L. robustum.
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 Abstract

チゴダラ科のイトヒキダラ属 Laemonema Günther, 1862

は三大洋に広く分布し，世界では 12有効種が知られ，

日本周辺ではイトヒキダラ Laemonema longipes Schmidt, 

1938，パラオイトヒキダラ Laemonema rhodochir Gilbert, 

1905，およびクロダラ Laemonema robustum Johnson, 1862

の 3種が生息する（Meléndez and Markle, 1997；中坊・甲斐，

2013；津野・遠藤，2025；本村，2026）．本属は第 1背鰭

鰭条数が 5–9で，第 1背鰭の第 1鰭条が皮下に埋没する，

第 2背鰭軟条数が 40–73，成魚では腹鰭軟条数が 2で糸状

に伸長する，臀鰭軟条数が 41–71，通常両眼窩間隔が眼窩

径と同等または短い，鋤骨歯がある，通常下顎に 1本の髭

がある，腹部下面に発光器をもたない，および尾柄部が細

いことなどの特徴から，同科他属と識別される（Meléndez 

and Markle, 1997；遠藤，2014；津野・遠藤，2025；本研究）．

本研究では国内の研究機関に所蔵されているイトヒキ

ダラ属標本を精査した結果，これまでクロダラの記録がな

かった駿河湾，伊豆諸島新島と八丈島，高知県，奄美群島

徳之島，および沖縄諸島伊江島からの本種の標本を確認し

た（Figs. 1, 2）．本標本は日本国内での新たな記録となり，

分布記録を更新するため，ここに報告する．

Meléndez and Markle (1997)はイトヒキダラ属を形態学

的特徴に基づいて網羅的に再検討し，日本産の比較標本が

少ないものの，日本産と大西洋産の個体間で形態的差異

がわずかであることから，暫定的にクロダラ L. modestum 

Franz, 1910とホテイイトヒキダラ L. filodorsale Okamura, 

1982を L. robustum（タイプ産地は東大西洋マデイラ諸島

沖で，ホロタイプは紛失）の新参異名とみなした．なお，

L. modestumのタイプ産地は，神奈川県横浜（相模湾・相

模灘周辺海域と推定）で，ホロタイプは第 2次世界大戦に

より焼失し，L. filodorsaleはタイプ産地の九州・パラオ海

嶺で，他の記録はニューカレドニア周辺海域（ノーフォー

ク海嶺）のみである（Franz, 1910; Okamura, 1982; Meléndez 

and Markle, 1997; Paulin and Roberts, 1997; Neumann, 2006; 

Fig. 3）．国内では上述の通り Meléndez and Markle (1997)

の見解にしたがってきた（中坊・甲斐，2013；橋本ほか，

2022；津野・遠藤，2025；本村，2026）．一方，Paulin and 

Roberts (1997)や Fricke et al. (2011, 2026)は，Meléndez and 

Markle (1997)に比べてこれらの異名関係を詳細には検討

していないが，日本産 2名義種を有効とする見解を示し

た．そのような現状から，これら 3名義種（L. filodorsale，

L. modestum，および L. robustum）の分類学的問題は未

解決である．さらに，これら 3名義種は日本周辺海域を

含む北西太平洋だけでなく，ニューカレドニアやニュー

ジーランド周辺海域の南西太平洋にも分布することが

知られる（Meléndez and Markle, 1997; Paulin and Roberts, 

1997; Struthers et al., 2015）．したがって，本研究では L. 

filodorsaleのタイプ標本を含めた L. robustumの日本産 33

標本を，既知の大西洋産および南西太平洋産の標本と比較
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検討した．

材料と方法
標本の計数・計測方法はおもに津野・遠藤（2025）に

したがった．最大体高は第 1背鰭起部（body depth at 1st 

dorsal-fin origin），肛門（body depth at anus），および臀鰭

起部（body depth at anal-fin origin）における体高を比較

し，最も大きい値とした．計測はデジタルノギスを用いて

0.01 mm単位まで行い，小数点以下第二位を四捨五入した

（HUMZ所蔵の 4標本は小数点以下第一位）．脊椎骨など

の内部骨格形態の観察には軟 X線撮影装置（軟 X線非破

壊検査装置）を使用した．尾鰭鰭条数は痕跡的な鰭条も含

めた．標準体長は体長または SLと略記した．標本の作成，

登録，撮影，および固定方法は，本村（2009）に準拠した．

本報告に用いた標本は，高知大学理工学部海洋生物学研究

室（BSKU），京都大学フィールド科学教育研究センター

舞鶴水産実験所（FAKU），東京大学総合研究博物館水産

部門（FUMT），北海道大学総合研究博物館（HUMZ），神

奈川県立生命の星・地球博物館（KPM），および国立科学

博物館（NSMT）に保管されている．なお，神奈川県立生

命の星・地球博物館の標本と写真資料番号は，電子台帳上

ではゼロが付加された 7桁の数字が使われているが，ここ

では標本資料番号として本質的な有効数字で表した．

Laemonema robustum Johnson, 1862

クロダラ
（Figs. 1–4; Tables 1, 2）

標本　27標本（体長 223.9–357.5 mm）：BSKU 43955，

体長 329.6 mm，高知県土佐清水市沖，底延縄，採集日不

明，土佐清水漁業指導所；BSKU 45322，体長 319.9 mm，

高知県足摺岬沖，底延縄，1988年 11月 3日，土佐清水漁

業指導所；BSKU 45498，体長 339.7 mm，高知県土佐清水

市沖，底延縄，1988年 9月 2日；BSKU 45510, 45511，体

長 345.4, 341.0 mm，高知県土佐清水市沖，底延縄，1988

年 9月 10日；BSKU 45522, 45523，体長 349.0, 339.4 mm，

高知県土佐清水市沖，底延縄，1988年 7月 8日；BSKU 

45635，体長 302.8 mm，高知県足摺岬沖，底延縄，1989

年 2月 11日，土佐清水漁業指導所；BSKU 68427，体長

266.2 mm，相模湾城ヶ島南南西沖，水深 370–420 m，カ

ニ籠，2001年 5月 20日，渡部　元；BSKU 68464，体長

255.0 mm，相模湾荒崎西南西沖，水深 290–330 m，エビ籠，

2004年 1月 26日，渡部　元；BSKU 129941，体長 320.8 

mm，高知県室戸市佐喜浜沖，水深 420 m，深海籠，2021

年 3月 25日，海来（漁船），松尾拓哉；BSKU 133474，

体長 307.3 mm，BSKU 133478，体長 245.4 mm，高知県

室戸岬沖，水深 300 m，延縄，2023年 5月 5日；FAKU 

132429，体長 270.0 mm，相模湾真鶴沖，釣り，2010年 3

月 20日，岡本光央； FAKU 146521，体長 255.7 mm，新

島沖（伊豆諸島），水深 500 m，釣り，2018年 8月 19日，

岡本光央；FAKU 146681，体長 285.0 mm，相模湾伊東市

八幡野沖，水深 250 m，釣り，2019年 3月 2日，岡本光

央；FAKU 147220, 147221，体長 223.9, 252.9 mm，新島沖

（伊豆諸島），水深 450 m，釣り，2019年 5月 12日，岡

本光央；HUMZ 95130，体長 254 mm，徳之島西方沖（奄

美群島），27°58′37.2′′N, 128°03′46.8′′E，水深 705–730 m，

1981年 11月 15日，尼岡邦夫；HUMZ 95258, 95259，体長

331, 312 mm，奄美大島西方沖（奄美群島），28°52′55.2′′N, 

128°26′31.2′′E， 水 深 560–950 m，1981 年 11 月 3 日；

HUMZ 95260，全長 322+ mm（尾部欠損），奄美大島西方

沖（奄美群島），28°52′55.2′′N, 128°26′31.2′′E，水深 560–

950 m，1981 年 11 月 3 日；KPM-NI 28965, 28966， 体 長

357.5, 336.2 mm，伊江島沖（沖縄諸島），2011年；KPM-

NI 52362，体長 326.8 mm，駿河湾，釣り（推定），2019年

5月 11日；NSMT-P 93828，体長 280.4 mm，八丈島沖（伊

豆諸島），釣り，2007年 7月 23日；NSMT-P 95389，体長

276.4 mm，奄美大島西方沖（沖縄トラフの南奄西海丘），

水深 690 m，ビームトロール，1993年 6月 20日，淡青丸．

6標本（体長 107.2–291.8 mm）—Laemonema filodorsale

のタイプ標本，九州・パラオ海嶺：BSKU 29426，ホ

ロタイプ，体長 281.6 mm，27°55.1′N, 134°44.8′E，水深

685–710 m，1979年 12月 19日；BSKU 26062，パラタイプ，

体長 185.3 mm，27°55.0′N, 134°39.0′E，水深 700 m，1978

年 2月 20日；BSKU 29487，パラタイプ，体長 122.9 mm，

27°54.0′N, 134°40.0′E， 水 深 697–700 m，1979 年 12 月 18

日；BSKU 29532，パラタイプ，体長 291.8 mm，26°45.0′N, 

134°19.0′E， 水 深 336 m，1979 年 12 月 17 日； FUMT-P 

2076-1，2076-2，パラタイプ，体長 122.6 mm, 107.2 mm，

27°55.1′N, 134°44.8′E，水深 685–710 m，1979年 12月 19日．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合を Table 1

に示した（HUMZ 95260は尾部欠損のため，その影響がな

い計数形質を示した；比較に用いた先行研究は，影響がな

い計数・計測形質のみを示した）．11計数形質の頻度分布

を Table 2にそれぞれ示した（ただし，尾部欠損個体や奇

形個体では，一部の形質を除外）．KPM-NI 28966の脊椎骨

数は 14 + 31 = 45（通常，13–15 + 37–41 = 51–55）．体は側

扁し，前後方向にやや伸長する．体高はやや高く，第 1背

鰭起部から臀鰭起部付近で最大（ただし，体長 122.9 mm

以上の個体のみ；体長 107.2–122.6 mmの個体では，体高

は比較的低く，臀鰭起部で最大）．尾柄部は細く，尾柄長

は尾柄高の 2.9–5.0倍（KPM-NI 28966ではやや太く，2.0

倍）．体背縁は吻端から第 2背鰭起部にかけて上昇し，そ

こから尾柄部にかけて緩やかに下降する．体腹縁は下顎先

端から第 2背鰭起部直下にかけて下降し，そこから尾柄部
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にかけて上昇する．吻は丸く突出しない．口は端位で，上

顎後端が眼窩後縁直下のやや前方付近に位置する．上顎先

端は下顎先端より前方に突出する．鼻孔は 2対で互いにや

や隣接し，眼窩前縁の前方に位置する．両鼻孔はともに小

円形で，前鼻孔は管状．両眼窩間隔が眼窩径と同等，もし

くはやや短く，両眼窩間隔幅は眼窩径の 0.6–1.0倍（BSKU 

Fig. 1. Fresh specimens of Laemonema robustum from Japan. A: BSKU 129941, 320.8 mm SL, off Muroto Cape, Kochi Prefecture; 
B: KPM-NI 28965, 357.5 mm SL, off Ie-jima island, Okinawa Islands; C: KPM-NI 52362, 326.8 mm SL, Suruga Bay, Shizuoka 
Prefecture.



Ichthy 73 ǀ 2026 ǀ 4

Tsuno and Endo — Additional records of Laemonema robustum from Japan

43955, 45510，および 133474ではやや長く，1.1倍）．下顎

先端下部に 1本の髭をもつ．両顎にはやや鋭い円錐歯が不

規則で密に並ぶ．上顎は 5–6列で外側から 1–2列目の歯列

は内側に比べて鋭く，下顎では 4–5列で外側と内側で差は

ほとんどない．鋤骨は小円形の歯帯で，やや鋭い歯が並ぶ．

口蓋骨歯はない．鰓耙は細長く棒状で，上下両端に向かっ

て次第に短くなり，両端部では瘤状．第 1背鰭起部は胸鰭

基底直上付近に位置する．第 1背鰭は第 2背鰭より高く，

第 1背鰭の第 2軟条は著しく糸状に伸長する．第 1背鰭の

第 1鰭条は擬棘で著しく短く，皮下に埋没する．第 2背鰭

起部は第 1背鰭直後に位置し，第 2背鰭基底後端は臀鰭基

底後端直上の後方に位置する．第 1背鰭と第 2背鰭は互い

に離れる（KPM-NI 28966では鰭膜でつながる）．胸鰭基

底上端は主鰓蓋骨後縁直下の後方に，基底下方は第 1背鰭

の第 3–4軟条直下付近にそれぞれ位置し，胸鰭後縁は第 2

背鰭の第 11–13軟条直下付近にある．腹鰭は喉部に位置し，

糸状に伸長する（5標本では破損）．腹鰭先端は肛門のや

や前方から臀鰭の第 4軟条基部に達する．臀鰭起部は肛門

のやや後方部に位置し，臀鰭外縁は臀鰭中央付近で浅く湾

入する．尾鰭は二重截形で，後縁は円い．肛門は円形で臀

鰭起部直前にある．生殖乳頭は肛門の後方に位置し，隣接

する．腹部に発光器はない．側線は鰓蓋上方から始まり，

臀鰭基底中央付近直上まで緩やかに下降し，そこから尾柄

部中央まで非常に緩やかに上昇する．側線の後方では側線

は連続せず，途切れる．頭部，体側，および鰭膜の基底付

近の鱗は円鱗で被われる．口唇部，頭部下面，および鰓条

骨部は無鱗．吻部先端の有鱗域は円い（Fig. 4; 4標本では

二叉）．頭部側線管の開孔は，眼窩周縁，涙骨下縁，およ

び下顎下面にある．

色彩　生鮮時の色彩（Figs. 1, 2）―頭部と体側の地色

は黒褐色で，頭部下面，喉部，および胸部はやや黒みがかっ

た白色．瞳孔は濃藍色．両口唇は黒褐色．鰓膜の一部は白色．

背鰭，胸鰭，臀鰭，および尾鰭の地色は黒褐色で，第 1背

鰭の先端部と，第 2背鰭，臀鰭，および尾鰭の縁辺は白色

で縁取られる（KPM-NI 28965では縁辺がやや赤みを帯び

る）．第 2背鰭後方に黒斑はない．腹鰭は白色．

固定時の色彩（Fig. 3）―頭部と体側の地色は黒褐色か

ら茶褐色（脱鱗部は白色）で，頭部下面と鰓条骨部はそ

の色みが薄い．瞳孔は白色から茶褐色．眼窩周縁は黒褐色．

鰓腔と鰓耙は黒色．第 1背鰭の鰭膜は黒みを帯び（KPM-NI 

28965と NSMT-P 95389では黒褐色），先端は白色．第 2背

鰭と臀鰭は基底から 2/3付近までは黒褐色から白みがかっ

た茶褐色で，それより先端は黒色から黒褐色．胸鰭は基底

から 2/3付近までは黒褐色から茶褐色で，それより先端は

より黒みを帯び，縁辺は半透明の白色および褐色．腹鰭

は茶色がかった乳白色から白色．尾鰭は白みがかった黒褐

色から黒色．肛門は黒色．口腔内は黒色（BSKU 133474, 

133478ではその色みが薄い）．

分布　本種は国外では太平洋（台湾，ハワイ諸島，マ
リアナ海嶺，オーストラリア，ニューカレドニア，および

ニュージーランド），ならびに大西洋［マデイラ諸島（L. 

robustumのタイプ産地）付近からセントヘレナ島，メキシ

コ湾，およびブラジル沖］に広く分布し，水深 177–1200 

mに生息する（Johnson, 1862; Meléndez and Markle, 1997; 

Paulin and Roberts, 1997; Fricke et al., 2011；中坊・甲斐，

2013; Struthers et al., 2015; Carvalho-Filho et al., 2020; Koeda 

et al., 2021; Ng et al., 2024）．日本では神奈川県横浜（L. 

modestumのタイプ産地），相模湾，駿河湾，伊豆諸島（新島，

神津島，および八丈島），高知県室戸岬と足摺岬，奄美群

島（奄美大島，南奄西海丘，徳之島および与論島），沖縄

諸島（伊江島），および九州・パラオ海嶺（L. filodorsale

のタイプ産地）から記録がある（Franz, 1910; Okamura, 

1982；遠藤，2014；東京都島しょ農林水産総合センター，

2019；橋本ほか，2022；本田ほか，2024；本研究）．

備考　本標本は第 1背鰭鰭条数が 5–6，胸鰭軟条数が

26–30，側線下方横列鱗数が 44–52，第 1鰓弓の上枝鰓耙

数が 3–5，尾椎骨数が 37–41，体高は高く，最大体高が体

長の 21.9–31.5%（体長 122.9 mm以上の個体のみ），両眼

窩間隔幅が体長の 4.6–6.4%，腹鰭長が体長の 18.9–30.0%，

および第 2背鰭後方に黒斑がないことなどの特徴が

Meléndez and Markle (1997)が示したクロダラ Laemonema 

Fig. 2. The deformed specimen of Laemonema robustum (KPM-
NI 28966, 336.2 mm SL) from off Ie-jima island, Okinawa 
Islands, Japan.

Fig. 3. Holotype of Laemonema filodorsale (BSKU 29426, 281.6 
mm SL) from Kyushu-Palau Ridge, Japan.
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robustumの特徴と概ね一致したため，本種に同定された．

日本産標本を大西洋産標本と形態学的特徴により比較

した結果，前者では脊椎骨数が 13–15 + 37–41（最頻値 14 

+ 39）と多く，後者では 13–14 + 34–38（最頻値 13 + 36；

ロンドン自然史博物館所蔵の BMNH 1864.8.24.2は尾鰭欠

損のため除外）と少ないことが判明した（Meléndez and 

Markle, 1997; Carvalho-Filho et al., 2020; Tables 1, 2）．同属

のパラオイトヒキダラ L. rhodochirでは脊椎骨数が北西太

平洋周辺（天皇海山列，相模湾，および九州・パラオ海嶺）

では 14–15 + 38–40（最頻値 14 + 39）に対し，南東太平洋

（サライゴメス海嶺）では 15 + 36–39（最頻値 15 + 38）で

あることから，同種間において，地理的に離れた海域間

では尾椎骨数に変異が生じる可能性がある（Meléndez and 

Markle, 1997；津野・遠藤，2025；本研究）．また，日本産

の標本は腹鰭長が体長に対して 18.9–30.0%と短い（後者

では長く，31.7–32.2%）ことが判明した（Johnson, 1862; 

This study Carvalho-Filho et al. (2020) Johnson (1862)
Japan Japan

(Kyushu-Palau Ridge) Atlantic Ocean Atlantic Ocean
(Madeira)

n = 33 Holotype of
L. filodorsale n = 2 Holotype of

L. robustum
Standard length (mm) 107.2–357.5 281.6 265.1–342.0 320.7
Total length (mm) 118.8–392.2 302.8 — 358.8
Counts
 Dorsal-fin rays 5–6, 51–58 6, 53 6, 52e 5f, ca. 50–51
 Pectoral-fin rays 26–30a 29 27 28
 Anal-fin rays 47–53 50 48e 48
 UPPCR 8–12b 11 — —
 LPCR 13–17b 14 — —
 Total caudal-fin rays 27–34a 31 — —
 Scales above lateral line 16–20 18 15 ca. 15
 Scales below lateral line 44–52a 47 42–43 —
 Lateral-line scales 122–148 131 137e ca. 126
 Upper gill rakers 3–5a 4 4 —
 Lower gill rakers 12–15a 14 13–14 —
 Total gill rakers 16–19a 18 17–18 —
 Precaudal vertebrae 13–15a 14 13 —
 Caudal vertebrae 37–41c 37 36e —
 Total caudal vertebrae 51–55c 51 49e —
Measurements (% of SL)
 Body depth at 1st dorsal-fin origin 16.2–31.5d 24.5 28.0e 27.8
 Body depth at anus 17.7–29.3d 21.6 26.3e —
 Body depth at anal-fin origin 18.4–28.7b 21.2 25.0e —
 Head length 25.1–29.8a 27.6 27.1e 27.8
 Snout length 6.4–9.2a 8.4 8.0e 7.5
 Orbit diameter 5.6–7.5a 6.5 5.5e 5.6
 Interorbital width 4.6–6.4a 5.8 5.3e 5.6
 Postorbital length 12.3–15.6a 14.1 14.4e —
 Maxillary length 11.7–15.0a 13.9 12.9e —
 Chin barbel length 4.0–6.5a 4.7 3.6e 4.4
 Pre-dorsal-fin length 27.2–33.7a 31.6  28.1e 30.9
 Pre-2nd-dorsal-fin length 31.9–40.2d 37.4 — —
 Pre-pectoral-fin length 25.8–30.9d 28.2 29.3e 31.7
 Pre-pelvic-fin length 16.8–28.4c 23.3 26.3e 22.2
 Pre-anal-fin length 41.2–49.3c 48.2 49.4e 48.6
 Pre-anus length 38.3–45.3d 43.5 45.1e —
 Pectoral-fin length 18.7–22.4a 19.6 20.0e 21.4
 Pelvic-fin length 18.9–30.0b 21.9 32.2e 31.7
 1st dorsal-fin base length 2.8–4.8a 3.7 5.0e 4.0
 2nd dorsal-fin base length 53.8–64.8a 53.8 57.6e 65.5
 Pectoral-fin base length 3.9–5.5b 4.5 4.7e 4.8
 Anal-fin base length 45.3–52.4a 45.5 47.8e —
 2nd dorsal-fin ray length 11.7–21.1c 20.8 15.5e 21.4
 Caudal-peduncle depth 2.1–3.8a 2.5 2.9e 3.2
 Caudal-peduncle length 7.6–12.6a 10.2 — —
Abbreviation: upper procurrent caudal-fin rays (UPPCR), lower procurrent caudal-fin rays (LPCR). a, b, c, d Based on 32, 29, 31, and 28 

specimens, respectively. e Excluding BMNH 1864.8.24.2. f The rudimentary 1st dorsal-fin ray was not counted; total count possibly 
6.

Table 1. Counts and measurements of Laemonema robustum, including the type series of L. filodorsale.
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Carvalho-Filho et al., 2020；本研究）．加えて，南太平洋産

標本（ニューカレドニア，ニュージーランド，およびオー

ストラリア）との比較では，日本産標本は鰓耙数が 3–5 + 

12–15 = 16–19と少なく，南太平洋産標本では同計数が 5–7 

+ 14–16 = 19–23と多い（Meléndez and Markle, 1997; Paulin 

and Roberts, 1997; Struthers et al., 2015; Tables 1, 2）．したがっ

て，海域間で形態学的特徴に多少の差異が認められるが，

現状では標本数が少なく，これらの海域間の個体群を別種

として識別することは難しい．このようなことから，本

研究ではMeléndez and Markle (1997)にしたがい，日本産 2

名義種の L. modestum Franz, 1910と L. filodorsale Okamura, 

1982を L. robustum Johnson, 1862の新参異名として暫定的

に扱うが，今後は海外産標本を詳細に検討するとともに遺

伝子解析をおこなう必要がある．

本種の識別形質として，腹鰭は肛門に達しないことが

挙げられる（中坊・甲斐，2013）．しかし，本標本のうち

8標本では肛門を越え，最も腹鰭が長い個体では臀鰭第 4

軟条基部まで達した．腹鰭長も変異幅が広く，体長に対し

て 18.9–30.0%であり，識別形質とはならないことが新た

に判明した．他にも，本種の識別形質として吻部先端の有

鱗域が円いことが挙げられるが，本 4標本では二叉してい

た（中坊・甲斐，2013; Fig. 4）．また，これまでに同属他

種のパラオイトヒキダラ L. rhodochirでは吻部先端の有鱗

域が二叉することが識別形質とされたが，三叉する種内変

異が報告された（津野・遠藤，2025）．このようなことから，

イトヒキダラ属では，吻部先端の有鱗域の形状には種内変

異も多くみられるため，識別形質として有効ではないと判

断した．また，1標本（HUMZ 95260）では尾部が欠損し

ていた．これまで，本科魚類において体の後方部が捕食さ

れた後に尾部が再生することが知られ，そのような個体で

は背鰭鰭条数，臀鰭軟条数，および尾椎骨数が通常よりも

少なく，本種でも過去に同様の事例がある（Carvalho-Filho 

et al., 2020; Tsuno and Endo, 2025）．しかし，本調査標本の

うち，KPM-NI 28966は通常より尾部が細く，大幅に尾椎

骨数が少ないが（31 vs. 34–41），軟 X線画像により骨格を

観察したところ，尾部には再生した痕跡がないため，奇

形個体と考えられる（Meléndez and Markle, 1997; Carvalho-

Filho et al., 2020; Fig. 2）．

クロダラとパラオイトヒキダラは日本産本属魚類の

中で類似するが，それぞれ第 2背鰭軟条数（前者では

50–59，後者では 61–66），胸鰭軟条数（25–31，22–24），

臀鰭軟条数（47–55，57–63）などの形質により識別可能で

ある（Meléndez and Markle, 1997; Paulin and Roberts, 1997; 

Struthers et al., 2015; Carvalho-Filho et al., 2020；津野・遠藤，

2025；本研究）．クロダラの駿河湾，伊豆諸島新島と八丈島，

高知県，奄美群島徳之島，および沖縄諸島伊江島産の記録

は，これまで報告されていない．したがって，本標本はこ
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れら各地域における初記録となる．
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